
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
る
く
ポ
ト
フ

ミ
ル
ク
味
で
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
優
し
い
甘
さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。

不
足
し
が
ち
な
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
摂
れ
ま
す
！

【材料（１人分）】
春キャベツ…200ｇ
京かんざし（人参）…30ｇ
じゃがいも（小）…60ｇ
玉ねぎ…100ｇ
大黒本しめじ…40ｇ（1本）
丹波ポークウインナー…25ｇ（1本）

＊スキムミルク※…大さじ2
＊みそ…小さじ1
＊塩…ひとつまみ
水…500cc
パセリ（乾燥）…適量

【
作
り
方
】

キ
ャ
ベ
ツ
は
芯
ご
と
好
み
の
大

き
さ
に
切
る
。玉
ね
ぎ
は
大
き

め
の
く
し
型
に
切
る
。京
か
ん

ざ
し
は
１
本
を
斜
め
半
分
に
切

る
。じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
、

切
ら
ず
に
水
に
浸
け
て
お
く
。

大
黒
本
し
め
じ
は
石
づ
き
を
除

く
。ウ
イ
ン
ナ
ー
は
切
ら
ず
に
そ

の
ま
ま
使
う
。

鍋
に
①
の
野
菜
と
②
を
形
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
並
べ
入
れ
、分
量

の
水
を
加
え
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

な
ど
で
お
と
し
蓋
を
し
て
煮
る
。

沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て
２５
分

ほ
ど
煮
込
む
。

分
量
の
み
そ
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

を
大
さ
じ
２
杯
の
煮
汁
で
溶
い

て
お
く
。

じ
ゃ
が
い
も
が
柔
ら
か
く
な
れ

ば
⑤
を
流
し
入
れ
塩
を
加
え
て

味
を
整
え
る
。

火
を
止
め
て
約
１０
分
お
き
、味

を
含
ま
せ
る
。

形
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
器
に
盛

り
付
け
パ
セ
リ
を
ふ
る
。

１2345678

食生活改善推進員は「私たちの健康はわたしたちの手で」をスローガンに、食生活を通して健康づくり
に取り組んでいます。（掲載月６・９・12・３月）

1人分の
栄養価

熱量　283kcal
たんぱく質13.9ｇ・脂質8.3ｇ・カルシウム260ｍｇ・食物繊維8.4ｇ・塩分2.1ｇ

季節の食材を使った「くるみの会」のお手軽料理レシピ〈 第40回 〉

＊の替わりに
●コンソメで コンソメ味
●コンソメ、ケチャップで ケチャップ味
●カレー粉＋昆布で カレー味 

こんなアレンジもできますよ！

※脂肪分がほとんどなく、牛乳に比べ
て低エネルギー、カルシウムやたん
ぱく質などを豊富に含んでいます。

ともに育む、安心ほっとな暮らし

表紙写真の関連記事15ページに掲載
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丹
波
く
り
は
そ
の
名
が
全
国
に
通
じ
る
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
、市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
質
の
良
い「
本
物
」が
求
め
ら
れ
る
現
代
で

は
、魅
力
あ
る
丹
波
く
り
の
需
要
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、丹
波
く
り
の
生
産
量
は
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、増
産
に
向
け
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
丹
波
く
り
の
現
状
や
栽
培
の
魅
力
と

増
産
に
向
け
て
奮
闘
す
る
生
産
者
の
声
や
ま
ち

が
取
り
組
む
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

丹
波
く
り
の
歴
史

丹
波
く
り
は
、千
二
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、古
く
は
古
事
記
や
万
葉
集
、日
本
書
紀
に
そ

の
名
が
登
場
す
る
ほ
ど
で
す
。献
上
物
と
し
て
都

に
運
ば
れ
た
り
、江
戸
時
代
に
は
年
貢
米
の
替
わ

り
と
し
て
も
上
納
さ
れ
た
り
し
て
い
た
歴
史
を

持
ち
ま
す
。丹
波
地
方
の
栽
培
に
適
し
た
気
候
風

土
や
度
重
な
る
改
良
に
よ
り
、実
も
大
き
く
な
り

現
在
の
丹
波
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

丹
波
く
り
の
　

魅
力
を
再
発
見

全
国
に
通
じ
る
丹
波
の
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド

◆開園・初収穫までの流れ

土
壌
の
深
さ
・

水
は
け
に
注
意
し
、

用
地
を
検
討
・

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

step.1

苗
木
の
手
配
を

し
ま
し
ょ
う
。

step.2
（
排
水
性
改
良
が

必
要
な
場
合
）

重
機
に
よ
る

深
耕
・
暗
渠
敷
設

step.3

苗
木
を
植
栽

し
ま
し
ょ
う
。

開園！

初
収
穫
！

3年後

（資料：京都府南丹広域振興局）

資料：京都府林業統計

【図１】くり栽培の１年サイクルと主な作業内容・必要時間

町内生産量

春（４～５月） 夏（６～８月） 秋（９～１０月） 冬（１１月～３月）
　葉が芽吹き、展開していく
時期です。併せて、キクイムシ
などの害虫が活発になる時期
でもあります。

　葉は落葉し、木は休眠時期
に入りますが、剪定作業や施
肥など、来年の収穫に向け、重
要な作業を行う時期です。

　６月に開花・受粉し、７月以
降、実がどんどん大きくなりま
す。重大な被害を及ぼすカミ
キリムシが木の幹に産卵・ふ
化する時期で
すので注意が
必要です。

　待ちに待った収穫時期で
す。早生品種は９月初旬から
実が落ち始め、中生品種は９
月末～１０月初旬、晩生品種
は１０月末ま
で収穫が続き
ます。

8時間程度見回り
病害虫
防除

2時間程度施肥
（2～3回）

14時間程度草刈
（4～5回）

30時間程度収穫・
選果

10時間程度整枝・
剪定

合計６4時間程度

昭和53年：293t
350.0

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

50.0

0

平成29年：35t

最盛期の1/8まで減少

49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

生
産
量
が
全
盛
期
の
１
／
８

丹
波
く
り
は
、全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
、

品
質
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、生
産

者
の
高
齢
化
や
く
り
樹
の
老
木
化
な
ど
に
よ
り
、生

産
量
は
全
盛
期
の
２
９
３
ト
ン（
昭
和
53
年
）か
ら

35
ト
ン（
平
成
29
年
）と
約
八
分
の
一
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

生
産
拡
大
を
目
指
し
て

丹
波
く
り
の
生
産
振
興
を
図
り
、生
産
者
の
経
営

改
善
や
生
産
意
欲
、技
術
の
向
上
を
目
的
に
、京
丹
波

町「
丹
波
く
り
」生
産
振
興
協
議
会
を
平
成
27
年
４

月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、本
会
は
生
産
農
家
を
は
じ
め
、く
り
振
興

を
掲
げ
る
京
都
府
や
京
都
農
業
協
同
組
合
の
職
員

を
構
成
員
に
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む

活
動
に
相
乗
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
作
物

丹
波
く
り
は
、収
益
性
が
高
く
、所
得
率
が
60
％
を

越
え
ま
す
。ま
た
、少
な
い
作
業
時
間
で
栽
培
が
で
き

る
た
め
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
も
早
朝
や
夕
方
、休

日
を
利
用
し
て
の
栽
培
が
可
能
で
す
。（
図
１
）女
性

や
年
配
の
方
で
も
木
の
高
さ
を
低
く
保
つ
こ
と
で
作

業
が
比
較
的
楽
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

栽
培
に
必
要
な
主
な
も
の
は
、選
果
用
の
作
業

場
、刈
払
機
、農
薬
散
布
機
、獣
害
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
獣
害
防
止
施
設
で
、特
別
な
施
設
や
大
型

機
械
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。栽
培
に
係
る
経
費
を

抑
え
ら
れ
る
の
も
特
徴
で
す
。

土壌の深さは
60cm以上、更
に不透水層が
無い・水はけが
良いことが条件
です。

京丹波町では栗
苗木の購入・新
植に補助金があ
りますので、ご
活用ください。

土が乾燥する夏
季（9月まで）に
行う必要があり
ます。（無理な場
合は翌年度に
実施）

10g当たり40
本5×5mが基
本です。

3年生程度から
結実が始まり、5
年目以降収穫
量が増加してい
きます。
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山
内
さ
ん
は
、退
職
後
に
丹
波
く
り

の
栽
培
に
取
り
組
ま
れ
22
年
。現
在
、約

１
０
０
ア
ー
ル
を
栽
培
さ
れ
日
々
、丹

波
く
り
の
栽
培
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

山
内
さ
ん
が
提
唱
す
る「
３（
ス

リ
ー
）運
動
」は
、③
０
ア
ー
ル
栽
培
、10

ア
ー
ル
当
た
り
収
量
③
０
０
キ
ロ
以

上
、③
Ｌ
サ
イ
ズ
の
生
産
で
収
量
を
１

ト
ン
に
し
て
、収
入
を
１
０
０
万
円
に

す
る
こ
と
。

以
前
く
り
は
、急
斜
面
や
山
す
そ
で

栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、果
樹
園
の

全国に通じる丹波のスーパーブランド 丹波くりの増産に向けて

祖
父
の
代
か
ら
傾
斜
地
や
山
す
そ

（
約
40
ア
ー
ル
）で
丹
波
く
り
の
栽
培

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。当
時
は
剪
定
な

ど
の
技
術
が
な
く
、野
生
に
近
い
状
態

で
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
状
態

が
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
お
り
、退
職

後
本
格
的
に
丹
波
く
り
の
栽
培
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。

傾
斜
地
で
の
栽
培
で
獣
害（
サ
ル
）

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、京
丹

波
町「
丹
波
く
り
」生
産
振
興
協
議
会

ブ
ラ
ン
ド
を
守
り　

次
世
代
へ梅

原　

眞
さ
ん（
小
畑
）

３
（
ス
リ
ー
）運
動
の
実
践

山
内　

善
継
さ
ん（
市
場
）

よ
う
な
く
り
の
栽
培
が
し
た
い
と
思
い
、

水
田
を
転
換
し
て
京
都
府
で
初
め
て
と

な
る
平
地
で
の
く
り
栽
培
に
挑
戦
さ
れ

ま
し
た
。「
時
代
が
変
わ
れ
ば
、技
術
も

変
わ
る
。平
地
で
の
作
業
は
安
定
感
が

あ
り
、な
ん
と
い
っ
て
も
草
刈
が
し
や
す

く
な
っ
た
」と
山
内
さ
ん
。し
か
し
、排

水
の
改
良
が
で
き
て
い
な
い
と「
凍
害
に

は
注
意
が
必
要
」と
平
地
栽
培
の
危
険

性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
丹
波
く
り
を
栽
培
し
て
き
た
山

内
さ
ん
は
、「
全
国
の
く
り
の
栽
培
面
積

が
こ
こ
10
年
で
半
分
に
な
っ
た
。後
継

者
不
足
も
要
因
と
し
て
あ
る
が
、獣
害

に
よ
る
被
害
が
一
番
大
き
な
問
題
で
あ

る
」と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。丹
波
く
り

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

「
消
費
者
が
ブ
ラ
ン
ド
志
向
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、産
地
を
生
か
し
た
も
の
づ

く
り
は
こ
れ
か
ら
十
分
通
用
し
て
い
く
。

く
り
は
和
菓
子
や
洋
菓
子
な
ど
に
も
活

用
で
き
、需
要
が
あ
る
。ま
ち
全
体
で
生

産
量
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
振
興
の
大

き
な
力
と
な
る
は
ず
」と
丹
波
く
り
に

大
き
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

が
立
ち
上
が
っ
た
４
年
前
に
補
助
金

を
活
用
し
て
、約
20
ア
ー
ル
の
水
田
を

整
備
。有
害
鳥
獣
対
策
の
電
柵
も
設

置
し
て
平
地
栽
培
に
挑
戦
さ
れ
ま
し

た
。丹
波
く
り
の
栽
培
に
つ
い
て
、「
剪

定
作
業
が
一
番
大
事
」と
真
剣
な
面
持

ち
で
作
業
に
い
そ
し
む
梅
原
さ
ん
。植

栽
か
ら
４
年
、収
量
が
増
え
は
じ
め
る

こ
ろ「
今
年
の
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
」

と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

丹
波
く
り
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
、

「
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
名
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
、次
の
世
代
に
目
を
向
け
て
も
ら

え
る
よ
う
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た

い
」と
話
さ
れ
、「
丹
波
く
り
は
全
国
で

根
強
い
人
気
が
あ
る
の
で
、そ
れ
に
見

合
う
量
の
生
産
を
京
丹
波
町
全
域
で

さ
れ
る
よ
う
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」

と
今
後
も
生
産
拡
大
に
向
け
て
取
り

組
ま
れ
ま
す
。

丹 波 く り 生 産 者 に 、 I N T E R V I E W

苗木購入補助・・・補助率　10分の５以内

くり園新植改植補助・・・補助率 3分の1以内。
ただし、補助金の額50万円を上限

　本町ではくりを植栽するために苗木を購入した経費や苗木を購入し

て、整地、排水対策、有害鳥獣防止柵設置をした経費の一部について補

助を実施しています。

まちの
補助金
情　報

いずれも、補助要件があります。詳しくは
下記まで問い合わせてください。

【問い合わせ】
農林振興課  TEL. 0771―82―3808
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※メールでの相談はお受けしていません。

くら し の ガ イ ド

『消費生活相談窓口』 京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。

消費生活に関する連絡・相談先

京丹波町消費生活相談窓口
電　話：０７７１-８２-３８０３
相談日：水・木曜日

南丹市商工観光課内
電　話：０７７１-６８-０１００
相談日：月・火・金曜日

南丹市の相談窓口も
利用していただけます。

１人で悩まず、
気軽に相談して
ください。

「元号の改正に便乗した詐欺」に
注意を！

平
成

全国銀行協会から封筒が届いた。中の書類には「５月１日の改元による銀行法
改正に伴い、全金融機関のキャッシュカードを不正利用防止用に変更
することになりました」とあり、同封の「キャッシュカード変更申込書」に口座番
号、暗証番号を記入し、使用中のカードと一緒に返信用封筒で２日以内に返送する
よう書かれている。信用してもよいか。

？
？

アドバイス

こんな事例が
ありました

今年に入り、全国銀行協会をかたって、このよ
うな書類を高齢者に送り、キャッシュカードを
だまし取ろうとする新たな特殊詐欺の手口が
確認されています。

『一般社団法人全国銀行協会』は実在する組

織で、書類を信用してしまいがちですが、返送
先の「お客様センター」や「集荷センタ
ー」は銀行協会と無関係な東京都内の
ビルであることが確認されています。

役所や医療機関など、公的機関をかたった
電話や書類が届く手口も増えています。
「自分だけは大丈夫」との自信が真偽の判
断を鈍らせてしまいます。
「２日以内の返送をお願いします」との一文も
対応を急がせ、判断を鈍らせてしまいます。

いつも「詐欺かもしれない」と立ち
止まることが必要です。

時世に便乗した詐欺は過去にも多発してお
り、今後も「改元」を口実にした詐欺は増える
と思われます。また、今年は１０月に消費税率

が改定されます。「改元」や「消費税」など
に関する書類や電話があれば一人で
対応せず、家族や身の回りの人に相
談しましょう。

　

本
作
は
、女
優
戸
田
恵
梨
香
、大
原
櫻
子
の
ダ
ブ

ル
主
演
で
、太
平
洋
戦
争
末
期
、子
ど
も
た
ち
の
命

を
守
る
た
め
に
日
本
で
初
め
て
保
育
園
を
疎
開
さ

せ
る
こ
と
に
挑
ん
だ
保
母
た
ち
の
実
話
を
基
に
し

た
人
間
ド
ラ
マ
。親

元
か
ら
遠
く
離
れ
、

託
さ
れ
た
命
を
守

り
ぬ
こ
う
と
す
る

ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
の
奮

闘
を
描
い
た
物
語
。

▲「あの日のオルガン」撮影箇所　高屋川の河川敷（富田） ▲「あの日のオルガン」撮影箇所　旧質美保育所

 

ま
ち
の
風
景
や
建
物
な
ど
を
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
撮
影
場

所
と
し
て
提
供
し
、観
光
客
誘
致
に
つ
な
げ
る
ロ
ケ
地
誘
致
事
業
。

推
進
の
核
と
な
る「
京
丹
波
町
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
」は
平
成

29
年
６
月
に
発
足
し
、昨
年
５
月
、新
た
に
事
務
所
を
開
所
し
ま
し

た
。撮
影
や
取
材
の
総
合
窓
口
と
な
り
、こ
れ
ま
で
に
映
画「
パ
ン
ク

侍
、斬
ら
れ
て
候
」（
綾
野
剛
主
演
）や
ド
ラ
マ「
遺
留
捜
査
Ｓ
Ｐ
」、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
な
ど
17
件
の
ロ
ケ
を
誘
致
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
本
町
の
旧
質
美
保
育
所

や
旧
須
知
小
学
校
、須
知
高
校
、高
屋
川

の
河
川
敷（
富
田
）な
ど
町
内
各
所
で
撮

影
が
行
わ
れ
た
映
画「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ

ン
」が
、２
月
22
日（
金
）Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都

ほ
か
で
全
国
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。公
開

に
先
駆
け
て
２
月
４
日
、丸
の
内
ピ
カ
デ

リ
ー
１（
東
京
都
）で
完
成
披
露
試
写
会

が
行
わ
れ
、本
町
か
ら
太
田
町
長
が
出
席

し
、主
演
の
戸
田
恵
梨
香
さ
ん
と
大
原
櫻

子
さ
ん
、脚
本
も
手
が
け
た
平
松
恵
美
子

監
督
に
花
束
や
京
丹
波
町
産
の
木
材
を

加
工
し
た
皿
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

映
画「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

ロケ地
誘致

高まる
人気

京
丹
波
を

映
像
の
里
に

本町で撮影された
「あの日のオルガン」
が公開中

2
月
22
日（
金
）新
宿
ピ
カ
デ
リ
ー
ほ
か
全
国
公
開

©2018「あの日のオルガン」製作委員会©2018「あの日のオルガン」製作委員会©2018「あの日のオルガン」製作委員会
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ロケ地となった「旧質美
保育所」を開放します。
ご覧になりたい方は、
質美笑楽講「絵本ちゃん」
090-2705-8622まで
連絡してください。

ぜひお越し
ください。



トゥモロー

京
丹
波
町
の
組
織
の

一
部
を
改
編
し
ま
す
。

京
丹
波
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
推
進
す
る
た

め
、4
月
1
日
か
ら
町
の
組
織
の
一
部
を
改
編
し

ま
す
。

今
回
は
、人
口
減
少
対
策
に
総
合
的
に
取
り

組
む「
に
ぎ
わ
い
創
生
課
」の
設
置
を
は
じ
め
、子

育
て
支
援
の
充
実
や
新
庁
舎
の
建
設
、認
定
こ

ど
も
園
の
開
設
を
見
据
え
た
体
制
な
ど
、助
け

合
い
と
活
力
あ
る「
健
康
の
里
づ
く
り
」の
体
制

づ
く
り
に
向
け
た
改
編
を
行
い
ま
す
。

子育て環境の充実を推進する

「こども未来課」を新設
「こども未来課」を新設し、子育て支援業務を総合的に実施
するとともに、認定こども園の整備や開設に係る業務を推進し
ていくため、次のとおり改めます。

 こども未来課
●「こども園整備室」、「子育て支援係」を設置。

人口減少対策に総合的に取り組む

「にぎわい創生課」を新設
「にぎわい創生課」を新設し、移住や定住の支援対策を推進
する「移住定住促進係」を設けるなど、次のとおり改めます。

 にぎわい創生課
●「商工観光室」を設け、「商工観光係」、「企業立地推進係」を設置。

●「地域振興係」、「移住定住促進係」、「交通対策係」を設置。

「生涯学習通信TOMORROW」を広報紙に掲載します

現在、町教育委員会が毎月発行している、「生涯学習通信
TOMORROW」を平成３１年４月号から本紙に掲載することになり
ました。
TOMORROWでは、町教育委員会からのさまざまな催しのお知

らせや出来事、図書室の紹介など幅広く情報を発信しています。
４月号からは、本紙に「TOMORROW」コーナーを作成し、掲載
していく予定です。町民の皆さまに今まで以上に町内の情報や出
来事を伝えていけるよう、創意工夫をして取り組んでいきます。今
後もご愛読していただける広報紙を目指していきますので、ご理
解いただきますようよろしくお願いします。

行政インフォメーション

 企画財政課
●「企画広報係」、「財政係」、「財産管理係」を設置。

 農林振興課

●「地域資源活用推進係」を新たに設置。

 総務課

●「契約検査係」を新たに設置。
●危機管理室が「交通安全に関する業務」を担当。

 保健福祉課

●「健康推進室」を新たに設け、「健康推進係」を設置。
●「社会福祉係」、「高齢福祉係」、「地域保健福祉係」を新たに設置。

 教育委員会

●「文化スポーツ係」を新たに設置。

その他の改編

また、主幹を課長級に位置付け、組織の機能強化を図ります。

新設

09｜NO.161 08



健康情報をお届けします。

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術
町立病院・診療所の医師や専門職員が
健康情報をお届けします。

第139回

町立医療施設の敷地内は全面禁煙です。ご理解とご協力をお願いします　和知診療所　電話 0771-84-1112

　年末からインフルエンザが大流行し、春には花
粉や黄砂、近年問題となっているＰＭ２．５など感
染予防などのために多くの人がマスクを着用して
います。
　ある企業の調査では７割以上の人が正しくマス
クを着用できていないとの結果も出ています。感
染予防の意識が高くても間違った使い方では意
味がありません。正しく着用するための５つのポイ
ントを紹介します。

マスクの上下表裏の向きを確認しましょう。
ノーズフィットが埋め込まれている方が上
で、表裏は種類によって違いますので注意
が必要です。

マスクの上側を２つ折りにして中心を決め
ます。

フィルターを広げ中心部分が鼻にあたるよ
うに装着します。

あごの下までしっかりマスクに入れ、鼻の部
分を指で押さえて肌を密着させます。

両手でそっとマスクを覆い、口で呼吸して鼻
の横から空気が漏れていなければ正しく装
着できています。

　

『 正しくマスクをつけていますか？』

林　真紀   看護師長　和知診療所　
はやし　　  ま    き

　また、使用した後、正しく外すことも重要
です。外すときは、フィルター部分にウイルスや花
粉などが付着している危険があるので、ゴムバン

ドのみを持ち、フィルター部分は触らない
ように注意してください。また、１日１回は交
換することをお勧めします。
　色々な機能を持ったマスクがたくさん市販され
ていますので、自分に合ったマスクを探してみては
いかがでしょうか。

貸出期間  ２週間　貸出冊数　 1 人 1回５冊まで

図書室のご案内
開室日 日 月 火 水 木 金 土開室日

中央公民館図書室
電話　0771-82-0988

桧山公民館（山村開発センター）図書室  
電話　0771-88-0506

梅田公民館（旧梅田保育所）図書室

三ノ宮公民館（三ノ宮基幹集落センター）
図書室

質美公民館（質美振興センター）
図書室

和知公民館（和知ふれあいセンター）図書室
電話　0771-84-2081

9時～17時

第1、第3火
9時～13時

第2、第4火
13時～17時

第2、第4火
13時30分～
17時30分

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

14時～17時

9時～17時

9時～17時

第2、第4土
13時～17時

第1、第3土
9時～13時

第2、第4土
13時～17時

第2、第4土
13時～17時

9時～17時

14時～17時

お茶の間

こんなときの、
この一冊

図書室がおすすめする

　この小説は、主人公の田中花実さんと

元気で明るいお母さんの話です。

　毎日楽しく日常を過ごす様子がおもし

ろおかしく、ときには涙を誘う短編エピ

ソードが全５編収録されています。

　そして驚かされるのが、この小説の作

者はなんと現在、中学生です。エピソードの１つには小学生のときに

作者が執筆したものが改稿され収録されています。とても中学生が書

いたとは思えないほどの才能あふれる文章を、皆さんもぜひ一度読ん

でみてください。

（梅田公民館図書室　米倉　妙子）

『さよなら、田中さん』
鈴木　るりか・著　／　小学館

〈対象者〉
町内在住で、申し込み時に
生後１歳未満のお子さま
〈申込方法〉お子さまの顔写
真に申込書を添えて、役場
または支所まで、持参・郵
送・メールのいずれかで届
けてください。申込書は役場
本庁、支所、瑞穂保健福祉
センターにあります。

【問】
京丹波町企画政策課
電話　0771－82－3801

Ｅメール
kikaku30@town.kyotamba.lg.jp

「こんにちは赤ちゃん」
コーナー
申し込み募集

よね くら　  　 たえ   こ

※午前11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

※午前11時 30分～12時3 0分までの間、 昼休み（閉室）となります。

1

2

3

5

4

　大事なことは肌にしっかり密着させ
隙間を作らないことです。
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木下さんに教えてもらいながらあじをさばく生徒

ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流　

●本
町
出
身
の
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
候
補
と
交
流

　

本
町
出
身
の
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本
代

表
候
補
選
手
３
人
に
よ
る
教
室
が
１
月

１９
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
で
行
な

わ
れ
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
約
８０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、「
ソ
ニ
ー
Ｈ
Ｃ
」（
愛
知
県
）

に
所
属
す
る
一
谷
麻
実
さ
ん
、一
谷
奈
歩

さ
ん
、
山
下
留
依
さ
ん
の
指
導
で
ド
リ

ブ
ル
や
シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
練
習
の
ほ
か
、

参
加
者
全
員
を
６
チ
ー
ム
に
分
け
て
試
合

形
式
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
で
は
、
３
人
の
指
導
者
も
チ
ー

ム
に
入
り
、
参
加
者
と
一
緒
に
ホ
ッ
ケ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
元
の
調
理
師
か
ら
学
ぶ

●地
域
と
コ
ラ
ボ
し
た
調
理
実
習

　

地
元
の
調
理
師
か
ら
魚
の
さ
ば
き
方

を
教
わ
る
調
理
実
習
が
１
月
２９
日
、
和

知
中
学
校
で
行
な
わ
れ
、
１
年
生
１５
人

が
学
び
ま
し
た
。
講
師
に
「
季
節
料
理

ふ
る
さ
と
」
の
木
下
雅
博
さ
ん
と
木
下

悠
吾
さ
ん
の
ほ
か
、
食
生
活
改
善
推
進

委
員
２
人
を
招
き
、
あ
じ
の
ム
ニ
エ
ル
、

骨
せ
ん
べ
い
な
ど
４
品
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
木
下
さ
ん
が
あ
じ
を
３

枚
に
お
ろ
す
見
本
を
見
せ
た
後
、
生
徒

た
ち
は
講
師
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
あ
じ
を
３
枚
に
お
ろ

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
じ
の
三
枚
お
ろ
し
に
挑
戦
し
た
川
邉

勝
哉
さ
ん
（
篠
原
）
は
、「
む
ず
か
し
か

っ
た
け
ど
、
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
家
の
手

伝
い
で
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

か
わ  

べ 

 

ま
さ  

や

他
者
と
出
合
い
自
分
を
再
発
見

●国
際
交
流 

３０ 
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

本
町
の
姉
妹
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
と
の
交
流
が
３０
周
年

を
迎
え
、
２
月
２
日
に
須
知
高
校
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
国
際

交
流
協
会
と
須
知
高
校
が
共
催
で
開
催

し
、
約
７０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
共
和

国
出
身
で
昨
年
４
月
に
京
都
精
華
大
学

の
学
長
に
就
任
さ
れ
た
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
さ

ん
の
講
演
会
や
、
み
ら
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

題
し
て
、
太
田
町
長
と
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
さ

ん
と
一
緒
に
自
分
や
本
町
の
未
来
に
つ
い

て
思
い
を
交
流
す
る
来
場
者
参
加
型
の
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
出
身
で

京
都
府
国
際
課
の
嘱
託
職
員
の
マ
ヤ
・
ホ

ー
ル
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
さ
ん
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
要
な
生
き
方
に
つ
い

て
、「
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
、「
自
国
の
文
化
と
向
き
合
う
こ

と
で
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
育
つ
。
そ

の
上
で
、
相
手
と
の
違
い
を
認
め
合
い
、

歩
み
寄
る
気
持
ち
が
大
切
。
他
者
と
出

会
う
こ
と
で
自
分
を
再
発
見
で
き
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

地
元
企
業
を
知
る

●高
校
生
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　

町
内
の
企
業
を
知
り
、
次
代
を
担
う

高
校
生
た
ち
の
地
域
定
着
を
促
進
す
る

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座
が
２
月
１３
日
、
須

知
高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
丹
波
町

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
の一環
で
、

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
企
業
と
須
知
高
校

と
の
連
携
事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
就
職
志

望
者
の
２
年
生
１０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
講
師
に
石
井
食
品
株
式
会

社
京
丹
波
工
場
の
西
野
誠
さ
ん
と
太
陽

工
業
株
式
会
社
瑞
穂
工
場
の
松
岡
健
一
さ

ん
を
招
き
、
会
社
の
概
要
や
事
業
の
紹
介
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
能
力
や
知
識
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
身
の
経
験
と
実
践
か
ら
高

校
生
の
今
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
と
し
て
、

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
沢
山
経
験
し
て
く

だ
さ
い
」、「
目
上
の
人
と
話
す
機
会
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

議
会
の
活
性
化
に
向
け
て

●福
知
山
公
立
大
学
と
連
携

　

福
知
山
公
立
大
学
と
連
携
し
て
町
議

会
の
活
性
化
を
考
え
る
講
演
会
が
２
月

５
日
、
役
場
議
場
で
講
師
に
同
大
学
の

富
野
暉
一
郎
副
学
長
を
招
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
の
富
野
さ
ん
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
の
社
長
を
務
め
た
後
、
１
９
８
４

〜
９２
年
に
神
奈
川
県
逗
子
市
長
を
務
め

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
経
験
を

積
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
議

会
は
「
民
主
主
義
に
不
可
欠
な
機
関
」

と
話
し
、「
地
方
議
会
こ
そ
地
域
民
主
主

義
の
最
重
要
の
機
関
で
あ
る
」
と
地
方

議
会
の
重
要
性
や
求
め
ら
れ
る
議
員
力
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
し
た
全
議
員
１６
人

は
高
い
関
心
を
持
っ
て
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

篠
塚
信
太
郎
議
長
は
「
政
策
な
ど
の

提
案
が
減
っ
て
お
り
、
議
会
の
力
が
弱
ま

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
今
日
を

契
機
に
議
会
の
活
性
化
に
向
け
て
連
携

を
深
め
て
い
き
、
地
域
の
発
展
に
尽
く
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

知
っ
て
　
住
み
た
い
　
京
丹
波

●移
住
者
向
け
の
学
校
説
明
会

　

本
町
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
移
住
者
向

け
の
学
校
説
明
会
が
２
月
９
日
、
丹
波
ひ

か
り
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
地
域
と
行
政
、
教
育
機

関
で
構
成
す
る
「
京
丹
波
町
ふ
る
さ
と
学

校
連
絡
協
議
会
」
の
主
催
で
行
わ
れ
、

学
校
施
設
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

支
援
や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
ま
ち
の
支

援
制
度
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
に
移
住
し
た
方
が
「
先

生
が
熱
心
で
や
さ
し
い
」、「
自
然
の
中
で

子
ど
も
が
育
て
ら
れ
る
」、「
人
と
の
距
離

感
が
近
く
人
が
温
か
い
」、「
空
気
や
野

菜
が
お
い
し
い
」
と
京
丹
波
町
に
移
住
し

て
感
じ
た
こ
と
を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
京
丹
波
町
は
過
疎
化
が

進
ん
で
い
る
地
域
と
思
っ
て
い
た
が
、
温

か
い
場
所
で
盛
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

参加者の前でドリブルの見本を見せる一谷奈歩選手（右）

子どもたちと楽しく交流する一谷麻実選手（右）

グローバル時代の生き方について講演するウスビ・サコさん

フリップを持って高校生にアドバイスする松岡さん

地方議会の課題について述べる富野副学長

小学校内を見学する参加者（丹波ひかり小）

い
ち 

た
に  

ま    

み
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い
ち 

ろ
う

し
の  

づ
か 

の
ぶ   

た   

ろ
う

や
ま  

し
た  

る     

い

い
ち 
た
に  
な    

ほ

に
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の  

ま
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と

ま
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お
か 

け
ん 

い
ち

き
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し
た  

ま
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ご
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片山　山治 １０万円

ふるさと応援寄付金
のお礼 ＊敬称略

＊掲載内容は寄付者の了解を得ています

大相撲京都場所実行委員会

本部長　四方八洲男

５万円（理由：CATVの協力にお礼として）

ご寄付のお礼 ＊敬称略

わたしたちの町

 人　口 14,162 （－38）
 男 6,748 （－11）
 女 7,414 （－27）
 世帯数 6,295 （－18）
3月 1日現在／（    ）は前月比

FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2019

1415｜NO.161

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

●生
き
る
喜
び
を
描
く

　

本
町
出
身
の
ア
フ
リ
カ
ン
ペ
イ
ン
ト
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
さ
ん
が
２

月
７
日
、
母
校
で
あ
る
瑞
穂
中
学
校
で

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
さ
ん
は
、大
学
卒
業
後
、

大
手
化
粧
品
会
社
に
就
職
。
京
都
の
と

あ
る
雑
貨
屋
で一
枚
の
絵
（※

テ
ィ
ン
ガ

テ
ィ
ン
ガ
）
と
出
合
い
、
独
特
な
構
図

と
躍
動
感
溢
れ
る
色
彩
表
現
に
魅
了
さ

れ
、
自
ら
描
く
こ
と
を
決
意
し
、
勤
め

先
を
退
社
。
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
発
祥
の

地
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
単
身
で
赴
き
、
現

地
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
弟
子
入
り
さ
れ

ま
し
た
。「
人
々
を
幸
せ
に
す
る
絵
」
と

い
う
精
神
を
基
に
、
現
在
で
は
全
国
各

生徒に挑戦することの大切さを伝えるSHOGENさん

し
ょ
う
げ
ん

い
わ 

さ 

お
さ
む

ま
え 

だ 

つ
と
む

「
助
け
合
い
と
活
力
の
あ
る

  
健
康
の
里
づ
く
り
」を
目
指
す

●７
月
豪
雨
の
災
害
支
援
な
ど
を
要
望

　

本
町
は
行
政
の
公
正
化
、
環
境
整
備
、

暮
ら
し
の
安
心
・
安
定
、
子
育
て
支
援
、

産
業
振
興
の
５
つ
を
柱
に
、「
助
け
合
い

と
活
力
の
あ
る
健
康
の
里
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
に
向
け

て
２
月
１３
日
、
太
田
昇
町
長
が
財
務
省

に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
は
、
本
町
の
基
幹
財
源
で
あ
る

普
通
交
付
税
が
縮
減
す
る
な
か
、
新
庁

舎
建
設
や
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
、
７

月
豪
雨
の
災
害
復
旧
に
係
る
費
用
な
ど

で
本
町
の
支
出
が
著
し
く
増
加
す
る
こ

と
か
ら
、
特
別
交
付
税
の
増
額
を
求
め

て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た

上
水
道
の
管
路
な
ど
の
更
新
を
進
め
る

た
め
の
財
政
支
援
の
ほ
か
、
京
都
縦
貫

自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早
期
着
工
、

京
丹
波
Ｐ
Ａ
か
ら
府
道
桧
山
須
知
線
等

一
般
道
へ
の
出
入
り
が
可
能
と
な
る
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
、
国
道

９
号
拡
幅
（
４
車
線
化
）
の
延
伸
、Ｊ

Ｒ
山
陰
本
線
園
部
駅
以
北
の
複
線
化
や

交
通
系
I
C
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導

入
に
つ
い
て
も
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

太
田
町
長
は
、
国
の
予
算
や
決
算
、

前田主計官に要望書を渡す太田町長（右）

活
動
の
成
果
を
報
告

●地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
会
が
２
月
２０
日
、
中
央
公
民
館
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
現
在
６
人
の
隊
員
が
活

動
し
て
お
り
、
今
年
度
で
２
人
が
活
動

を
終
え
、
残
る
４
人
は
次
年
度
も
活
動

を
続
け
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
隊
員
６
人
が
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た
経
緯
や
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
今
後
の
目

標
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
活
動
を
終
え
る
勝
田
雅
博

さ
ん
は
、
瑞
穂
農
業
公
社
を
経
て
、
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
で
農
林
産
物
の

販
売
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
全
国

各
地
へ
研
修
や
視
察
に
出
向
き
、
人
脈

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
地
元
で
集
め
た

農
産
物
を
東
京
で
定
期
的
に
販
売
し
、

固
定
し
た
顧
客
を
作
り
、
販
売
ル
ー
ト

を
確
立
し
ま
し
た
。
３
年
間
で
培
っ
た

経
験
を
生
か
し
て
、
地
域
の
産
品
を
仲

介
す
る
地
域
商
社
を
立
ち
上
げ
る
計
画

を
話
し
、
今
後
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、「
本
当
の
移
住
は
こ
れ
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
終
え
る
も
う
一
人
の
渡
辺
晋

平
さ
ん
は
、
猟
師
に
な
る
た
め
移
住
し
、

有
害
鳥
獣
対
策
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
わ
な
と
猟
銃
の
免
許
を
取
得
し
、

自
ら
も
狩
猟
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ

肉
に
魅
了
さ
れ
、
卒
業
後
は
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
ジ
ビ
エ
肉
の
加
工
や
販
売
を
中

心
と
し
た
起
業
を
目
指
し
ま
す
。

活動を紹介する地域おこし協力隊

継
続
し
た
情
報
発
信
が

防
災
意
識
を
高
め
る

●関
西
大
学
社
会
安
全
学
部×

町
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
連
携
し
た
取
り
組
み

　

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
連
携
し
、
町

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
番
組
な
ど
の

共
同
制
作
を
行
っ
て
い
る
関
西
大
学
社

会
安
全
学
部
の
学
生
が
２
月
１９
日
、
役

場
議
場
で
平
成
３０
年
度
の
取
り
組
み
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
学
生
の
ア
イ
デ
ア
で
、
防

災
番
組
の
「
安
心
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
」
や
音

声
告
知
放
送
で
防
災
の
知
識
を
伝
え
る

「
防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
」（
質
美
地
域
で

放
送
）、
友
好
町
双
葉
町
の
特
産
品
を

生
か
し
て
交
流
す
る
「
折
り
紙
ダ
ル
マ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
継
続

し
た
情
報
発
信
で
防
災
意
識
の
向
上
や

防
災
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
平

成
２８
年
度
か
ら
府
の
「
１
ま
ち
１
キ
ャ
ン

パ
ス
」
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
火
の
用
心
Ｃ

Ｍ
は
昨
年
、
通
算
１
０
０
本
、
出
演
者

の
べ
１
，
０
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
多
く

の
町
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
は
、
４
回
生
の
４
人
が
取

り
組
み
を
検
証
す
る
た
め
、
質
美
地
区

全
１
７
８
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
結
果
（
回
収
率
５
９
．

６
％
）
を
基
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

火
の
用
心
Ｃ
Ｍ
や
「
防
災
ひ
と
く
ち

メ
モ
」
を
担
当
し
た
尾
山
諒
太
さ
ん
は
、

「
Ｃ
Ｍ
と
音
声
告
知
放
送
の
両
方
を
視

聴
し
た
方
で
関
心
が
高
ま
っ
た
人
は
前

年
の
２０
％
か
ら
８０
％
と
４
倍
に
増
加
し

た
」
と
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ

た
こ
と
に
よ
り
、
防
災
情
報
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
て
防
災
意
識
が
高
ま
り
、

行
動
に
つ
な
が
っ
た
と
分
析
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
住
民
目

線
で
防
災
に
取
り
組
む
町
民
を
紹
介
す

る
番
組
「
安
心
ほ
っ
と
さ
ん
」
を
担
当

プロジェクトの成果を発表する学生たち

お 

や
ま
り
ょ
う
た

お
し 

い  

な  

つ
み

お
お
に
し
よ
し 

み

し
た
押
井
菜
摘
さ
ん
は
「
視
聴
者
だ
け

で
な
く
、
出
演
者
に
も
防
災
に
つ
い
て
、

新
た
な
自
覚
の
芽
生
え
を
も
た
ら
し

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
報
告
会
に
参

加
し
た
大
西
好
美
さ
ん
（
質
美
）
は
、

「（
質
美
は
）
災
害
が
少
な
い
と
こ
ろ
で

防
災
に
対
し
て
意
識
が
低
か
っ
た
が
、

番
組
な
ど
の
話
を
住
民
に
な
げ
か
け
る

こ
と
で
、
地
域
に
防
災
意
識
が
芽
生
え

た
。
地
域
が
元
気
に
な
っ
た
」
と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

　

学
生
を
指
導
す
る
近
藤
誠
司
准
教

授
は
、「
防
災
だ
け
で
な
く
教
育
や
福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
心
の

交
流
が
あ
っ
て
こ
そ
の
連
携
。
今
ま
で

の
積
み
あ
げ
を
大
切
に
、
安
心
・
安
全

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
次
年
度

を
展
望
し
ま
し
た
。

こ
ん
ど
う
せ
い 

じ

会
計
に
関
す
る
制
度
の
企
画
や
立
案
な

ど
を
行
う
財
務
省
主
計
局
の
前
田
努
主

計
官
（
総
務
・
地
方
財
政
・
財
務
担
当
）

と
岩
佐
理
主
計
官
（
国
土
交
通
・
公

共
事
業
総
括
担
当
）
に
対
し
て
要
望
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

※

テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ

　

１
９
６
０
年
代
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ

ー
ム
郊
外
で
誕
生
し
た
動
物
や
植
物
の
自
然
を
描
く

ア
フ
リ
カ
ン
ア
ー
ト
。名
称
は
創
設
者
の
エ
ド
ワ
ー

ド・サ
イ
デ
ィ・テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ
に
由
来
す
る
。６
色

の
ペ
ン
キ
で
描
か
れ
る
。

地
で
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
講
演
会
を
開
く

な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
の
生

活
で
学
ん
だ
、
人
と
の
向
き
合
い
方
や

生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
、

「
ど
ん
な
こ
と
で
も
や
っ
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
」
と
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。

お
お  

た 

の
ぼ
る

か
つ   

た  

ま
さ  

ひ
ろ

わ
た  

な
べ  

し
ん

ぺい



春
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
る
く
ポ
ト
フ

ミ
ル
ク
味
で
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
優
し
い
甘
さ
が
引
き
立
ち
ま
す
。

不
足
し
が
ち
な
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
摂
れ
ま
す
！

【材料（１人分）】
春キャベツ…200ｇ
京かんざし（人参）…30ｇ
じゃがいも（小）…60ｇ
玉ねぎ…100ｇ
大黒本しめじ…40ｇ（1本）
丹波ポークウインナー…25ｇ（1本）

＊スキムミルク※…大さじ2
＊みそ…小さじ1
＊塩…ひとつまみ
水…500cc
パセリ（乾燥）…適量

【
作
り
方
】

キ
ャ
ベ
ツ
は
芯
ご
と
好
み
の
大

き
さ
に
切
る
。玉
ね
ぎ
は
大
き

め
の
く
し
型
に
切
る
。京
か
ん

ざ
し
は
１
本
を
斜
め
半
分
に
切

る
。じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
、

切
ら
ず
に
水
に
浸
け
て
お
く
。

大
黒
本
し
め
じ
は
石
づ
き
を
除

く
。ウ
イ
ン
ナ
ー
は
切
ら
ず
に
そ

の
ま
ま
使
う
。

鍋
に
①
の
野
菜
と
②
を
形
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
並
べ
入
れ
、分
量

の
水
を
加
え
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

な
ど
で
お
と
し
蓋
を
し
て
煮
る
。

沸
騰
し
た
ら
弱
火
に
し
て
２５
分

ほ
ど
煮
込
む
。

分
量
の
み
そ
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

を
大
さ
じ
２
杯
の
煮
汁
で
溶
い

て
お
く
。

じ
ゃ
が
い
も
が
柔
ら
か
く
な
れ

ば
⑤
を
流
し
入
れ
塩
を
加
え
て

味
を
整
え
る
。

火
を
止
め
て
約
１０
分
お
き
、味

を
含
ま
せ
る
。

形
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
器
に
盛

り
付
け
パ
セ
リ
を
ふ
る
。

１2345678

食生活改善推進員は「私たちの健康はわたしたちの手で」をスローガンに、食生活を通して健康づくり
に取り組んでいます。（掲載月６・９・12・３月）

1人分の
栄養価

熱量　283kcal
たんぱく質13.9ｇ・脂質8.3ｇ・カルシウム260ｍｇ・食物繊維8.4ｇ・塩分2.1ｇ

季節の食材を使った「くるみの会」のお手軽料理レシピ〈 第40回 〉

＊の替わりに
●コンソメで コンソメ味
●コンソメ、ケチャップで ケチャップ味
●カレー粉＋昆布で カレー味 

こんなアレンジもできますよ！

※脂肪分がほとんどなく、牛乳に比べ
て低エネルギー、カルシウムやたん
ぱく質などを豊富に含んでいます。

ともに育む、安心ほっとな暮らし

表紙写真の関連記事15ページに掲載

02
　
丹
波
く
り
の
魅
力
を
再
発
見

06
　
京
丹
波
を
映
像
の
里
に

07
　
く
ら
し
の
ガ
イ
ド

08
　
行
政
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

10
　
い
き
い
き
健
康
術

12
　
ま
ち
の
話
題

16
　
く
る
み
の
会
の
お
手
軽
レ
シ
ピ

広報 京丹波3
日本のふるさと。自給自足的循環社会

NO.161　2019.3.15 発行 TOWN KYOTAMBA

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　TEL.（0771）82-0200（代表）・（0771）82-3801（直通）
企画・編集／企画政策課 ［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.lg.jp


	02-05-161
	06-07-161
	08-09-161
	10-11-161
	12-13-161
	14-15-161
	C1-C4-161

